
※令和6年10月31日までに把握した労働者死傷病報告調べ。
※死亡又は休業４日以上の労働災害（単位︓人）
※平成31年1月1日～令和5年12月31日発生

直近５年間の長野県内における休業
４日以上の労働災害による死傷者数に
ついて、月別で見ますと12月から2月
が1,000人超と、他の月と比べて労働
災害が多発しています。
特に１月は、転倒による労働災害が
全体の約４割を占めるまでに突出して
増加し、転倒災害発生リスクは３月か
ら11月平均の約2倍と、冬季の積雪や
凍結等が原因と見られる災害の発生が
目立ちます。
また、令和４年１、２月には２名の
方が冬季特有の労働災害により命を落
としました。

※死傷者数はいずれも新型コロナウイル
ス感染症のり患によるものを除く

平成30年
ビルメンテナンス業

業務を終え、事務所に戻るため、自家用車を運転していたところ、対向車線で圧雪
状態の路面でスリップした車に正面衝突され死亡。

平成30年
その他の医療保健業

出張先から事務所に戻るため、社用車を運転し、高速道路を走行していたところ、
トンネル内で凍結によりスリップして横転していたトラックに追突し死亡。

平成30年
その他の土木工事

工事現場での作業を終え、社用車で事業場に戻る途中、道路が圧雪されていたた
め社用車がスリップし、対向車線を走行してきた中型トラックと衝突し、同乗して
いた3名中、後部座席に座っていた1名が死亡。

平成30年
トンネル建設工事業 現場付近の通路の除雪を行っていたところ、雪崩に巻き込まれ死亡。

平成31年
軌道業

冬期の山頂部スキーゲレンデで看板設置作業中、最大斜度35度のゲレンデを約
240メートル滑落し、看板に激突し死亡。

令和3年
一般貨物自動車運送業

大型タンクローリーを運転中、路面の凍結によりスリップした対向車に正面衝突
され死亡。

令和3年
その他の土木工事業

除雪車により除雪作業中、ロータリーオーガのピンが破断したため、その交換作
業を行っていたところ、当該除雪車が後進し、路面から脱輪して法面下に横転し、
その下敷きとなり死亡。

令和4年
旅館業

建物屋根の雨水、雪解け水を排水するための水路にできた氷柱（長さ約３～４ｍ。
以下「つらら」という。）をハンマーで叩いて撤去していたところ、崩れたつらら
の下敷きとなり死亡。

令和4年
その他の卸売業

工場屋根に積もった雪が垂れ下がって、大きな雪庇（せっぴ）ができ、建築物の
一部を損壊するおそれがあったため、被災者は、雪庇を落とす準備作業を行ってい
たところ、雪庇が落下し、その下敷きになり死亡。

冬季労働災害による死亡事例（H29.4.1～R6.3.31）

近年の冬季における労働災害の状況

月別の労働災害発生状況（過去5年間合計）


